
じょちゅうのねているところへ、き

てみますと、ふたりいたじょちゅう

が、ふたりともいないのです 「お」

まえのばんをするやくめなのに、ど

こにいっていたのであろう。しっか

りしからなければならないな」と、

おうさまは、またもや、はらをおた

てになりました 「それがねえ、お。

とうさま。おしかりになっては、い

けないのですよ。あたしも、どこに

いったろうと、おもって、さがして

みると、ふたりとも、はたおりべや

にいって、いとをつむいでいるので

す 「なに、いとを」と、おきさき」

さまが、いわれました 「かんしん。

だねえ。よるもねないで、いとを、



つむいでいるなんて 「それが、ま」

だかんしんすることが、あるのです

よ」おしゃべりひめは、なおも、ま

えのおはなしをつづけました 「あ。

たしは、ふたりのじょちゅうが、い

まごろなんだって、はたおりしつに

はいって、いとをつむいでいるのだ

ろうと、おもって、そっとかぎのあ

なから、なかのようすをみますと、

ほんとうにびっくりしてしまったの

です。だって、ひがしのほうのかべ

と、にしのほうのかべに、いちれつ

ずつ、なんびゃくか、なんぜんか、

、 、わからないほど たくさんのくもが

ずらりとならんでいるのです 「な」

に、くも


